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	制度申請枠
	[bookmark: _Hlk129356799]A) 大学・研究開発法人枠 B) 中小企業枠　　　　　　　※この中から該当する項目を記載

	利用形態
	　機器利用　　技術補助　　技術代行　　　　　　　　　　　　　※この中から該当する項目を記載

	確認事項
※確認出来たら
　　□にチェックを入れてください
	　☐　ARIMでの共用設備利用経験がない
　・大学・研究開発法人枠の申請者は、同一研究室、同一部署内で、利用経験がないこと
　・中小企業枠の申請者は、企業全体で、利用経験がないこと
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	１．研究の目的

	テーマ全体の背景、目的（応用分野等）と支援機関での装置利用等の位置づけ、意義、及び期待成果が分かるように、簡潔に記載してください。




	2.	試行的利用制度への申請理由

	今回試行的利用制度に申請した理由を、支援機関と相談の上、記載してださい。
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	１．実施内容（計画）
１）実施期間（利用開始月日～利用終了月日　の予定を必ず記載のこと）
２）利用する装置
３）・支援機関で実施する実験、計測、試作等の概要
・利用課題の目標と、利用の結果、期待される成果、その効果等
※表や図を画像データ(JPEG等)で貼付しても結構です。
　　　４）提供予定のデータの概要など

２．利用後の予定など
    本課題利用終了後、どのように研究開発を進めていくか、本利用の成果の波及効果など
を記載してください
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